
札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例 
札幌市は、子どもが幸せに過ごすことができるまちを目指して、子どもの権利
についての約束「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」（子
どもの権利条例）を定めています。 

キラリ 

子どもの権利を大切にするとは 
どんなことなのか、 

一緒に考えてみませんか！ 
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子どもの権利についての札幌市の約束　

「子どもの権利条例」とは？1
この条例は、日本国憲法や、子どもの権利条約（正式名称：児童の権利に関する条約）（7ページ参照）に基づき、子どもが

健やかに成長するために欠かせない基本的な権利の保障を進めるために定められました。

条例が目指すこと

自立した社会性のある大人への成長
子どもは、子どもの権利を学ぶことで、自分の権利だけではなく、相手にも権利があることを学びます。
そして、自分で考え判断し、自分の行動に責任を持ち、自立した社会性のある大人へと成長していきます。

子どもの視点に立ったまちづくり
行政や学校・施設、地域などあらゆる場面で、子どもが参加する機会を充実させ、子どもに住み良いまち
づくりを実践していきます。子どもは、こうした参加の経験を積み重ねることで、まちづくりの担い手として
成長していきます。

権利の侵害からの救済
子どもにはいじめや虐待から守られる権利があるということを市民みんなが理解し、権利の侵害が起きない

社会を目指していきます。
また、救済機関の設置や、既存の相談機関との効果的な連携により、権利を侵害され、悩み苦しむ子どもに対して、

迅速かつ適切な救済を図っていきます。

こうしたことを実現する
ために、どのようなこと
が定められているのか
見ていきましょう！
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条例の特徴
この条例では、子ども（原則として18歳未満：第2条）の権利について、前文のほか、第1章から第8章ま
で計49の条文を設けて、主な内容として、次のことを定めています。

①子どもにとって大切な権利（第３章）

安心して
生きる権利

自分らしく
生きる権利

豊かに
育つ権利

参加する
権利

②生活の場における大人の役割（第4章）

子どもにとって大切な権利を、子どもに親しみやすい表現で定めています。

子どもの最善の利益（7ページ参照）を考慮して、権利の保障に努めることを大人の責
務とし、生活の場における大人の役割を定めています。

子どもを権利の侵害から救済する機関の設置など、子どもの権利を総合的に保障する
仕組みについて定めています。

③権利を総合的に保障する仕組み（第5章～第7章）

子どもの権利
救済機関

子どもにやさしい
まちづくりの推進

子どもの権利
委員会

詳しくは
9ページへ！

詳しくは
4ページへ！

詳しくは
6ページへ！

家庭

学校や施設

地域
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生活の場における大人の役割とは？2
家庭における保護者の役割（第4章第1節）
家庭は子どもにとって基本となる生活の場です。保護者は、子どもの養育や発達の第一義的な責任者として、年
齢や成長に応じた支援に努めます。

・子どもの年齢や成長に応じて指導や助言などを行う
・言葉や表情、しぐさなどから子どもの思いを受け止める
・虐待や体罰をなくす

学校や施設における職員の役割（第4章第2節）
学校や児童会館、養護施設などは、子どもが育ち学ぶ重要な場です。職員は、子どもの思いを受け止め、相談に
応じたり、対話を重ねたりしながら、子どもの支援に努めます。

・子どもや保護者、地域住民に開かれた施設をつくる
・いじめの防止に努め、相談しやすいような工夫をする
・虐待や体罰をなくす
・学校や施設の行事、運営などについて子どもが意見を表明し、参加する　
機会をつくる

条例に定められている大
人の役割について、主な内
容をご紹介します。
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地域における市民の役割（第4章第3節）
地域は、子どもが多様な人間関係を通して様々なことを学ぶ場です。市民は、子どもが豊かな経験を重ねて成長
していくことができるように支援に努めます。

・子どもが安心して自分らしく過ごせる居場所をつくる
・子どもの成長に大切な自然環境を保全する
・子どもを見守り、子どもが安全に安心して過ごせるようにする
・地域の文化・スポーツ活動などについて、子どもが意見を表明し、参加
する機会をつくる

札幌市の役割（第2章、第4章）
札幌市は、市民が一体となって子どもの権利を保障するまちづくりを進めていきます。

・「さっぽろ子どもの権利の日」（11月20日）を中心に広報普及に取り組む
・子どもの権利を正しく学ぶことができるように支援する
・子どもの参加を促進するとともに、子どもの視点に立って分かりやすく情報　
を発信する
・安心して子育てをするための支援を行う

子どもが児童会館の運営に参加する「子ども運営委員会」 子どもにも分かりやすいパンフレットの作成

取 組 例
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権利を総合的に保障する仕組みは？3
子どもの権利救済機関（第5章）
いじめや暴力などの権利の侵害によって、つらい思いをしている子どもを救うために、行政からの第三者性が尊重
された救済機関をつくります。
この機関では、子どもの権利について専門的な知識や経験を持つ子どもの権利救済委員を中心に、相談員や調査員
が問題の解決に取り組みます。また、相談だけでは解決に至らない場合は、申立てに基づき、調査等を行うことができ
ます。

子どもにやさしい
まちづくりの推進（第６章）

子どもの権利委員会（第７章）

子どもが安心して暮らし、自立した大人へと成長する
ことができるよう、子どもの権利が保障された、子ども
にやさしいまちづくりを進めます。
また、そのための総合的な推進計画を策定します。

札幌市の子どもにかかわる施策について、子どもの
権利の観点から調査や審議などを行う子どもの権利委
員会を設置します。
委員は、子どもにかかわる分野の専門家などから選
ぶほか、15歳以上の市民から公募します。

救済委員は、子どもに寄
り添い、子どもが自分の
力で次のステップを踏ん
でいけるような支援を行
います。

解決までの主な流れ 

・電話 
・メール 
・面談 など 
 

・子どもの気持ちを受け止める 
・どうしたら良いかを子どもと共に考える 

解
　
決
 

相談 

申立て 

相談への対応 

・事実確認などの調査 

・是正のための措置の勧告、要請 

・関係の改善に向けた当事者への
　働きかけなどの調整 

申立てに基づく救済 
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★子どもの権利キーワード★

条例の基本にある子ども
の権利条約とは、どのよう
なものなのでしょうか？

子どもの最善の利益

子どもの権利条約

子どもの最善の利益を考慮することは、子どもの権利条約に

おける基本原則の一つであり、条例でも、名称や条例全体の考

え方を表す前文などに盛り込まれています。

これは、子どもにかかわることを決めるときには、大人の考

えや事情だけではなく様々な状況をもとにして、子どもにとっ

て最もよいことは何かを考え判断するということです。

その際、子どもの意見や思いは重要な判断材料となりますが、

そのまま受け入れなければいけないものではなく、大人が子ど

もの意見とは異なる判断をすることもありえます。そして、そ

のときにこそ、大人には子どもとの十分な対話が求められます

し、そのことが、子どもの自立や成長の糧となるのではないで

しょうか。

子どもの権利条約（正式名称：児童の権利に関する条約）

は、世界中の子どもの基本的人権の尊重を目的としており、

多くの国や機関が10年に及ぶ議論を行い、1989年に国連総

会で全会一致で採択されました。2009年5月現在の締約国

数は193カ国です（日本の署名1990年、批准1994年）。

条約では、生きる権利、育つ権利、参加する権利などの子

どもの権利について定めており、その内容は先進国であれ開

発途上国であれ、全ての国に受け入れられるべき普遍的なも

のとなっています。

条約の批准後、国内では様々な立法・行政措置が講じられ、

その状況は国連の子どもの権利委員会に定期的に報告され

ています。

子どもの最善の利益を考
えることと、子どものわ
がままを認めることは、
どう違うのでしょうか？
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札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例
目次
前文
第1章　総則（第1条－第3条）
第2章　子どもの権利の普及（第4条－第6条）
第3章　子どもにとって大切な権利（第7条－第11条）
第4章　生活の場における権利の保障
第1節　家庭における権利の保障（第12条・第13条）
第2節　育ち学ぶ施設における権利の保障（第14条－第19条）
第3節　地域における権利の保障（第20条－第23条）
第4節　参加・意見表明の機会の保障（第24条－第27条）
第5節　子どものそれぞれの状況に応じた権利の保障（第28条）
第6節　子どもの育ちや成長にかかわる大人への支援（第29条－第31条）
第5章　子どもの権利の侵害からの救済（第32条－第44条）
第6章　施策の推進（第45条・第46条）
第7章　子どもの権利の保障の検証（第47条・第48条）
第8章　雑則（第49条）

平成20年11月7日制定
平成21年 4月1日施行

前文には、子どもの権利の
保障をより一層進めてい
くという決意が宣言され
ています。

■前文
すべての子どもは、未来と世界へ羽ばたく可能性に満ちた、かけがえのない存在です。
日本には、平和な社会を築き、基本的人権を大切にする日本国憲法があります。さらに、日本は、世界の国々と、子ども

の権利に関して条約を結び、誰もが生まれたときから権利の主体であり、あらゆる差別や不利益を受けることなく、自分
らしく、豊かに成長・発達していくことを認め、これを大切にすることを約束しています。
子どもは、子どもが持つ権利を正しく学び、感じたこと、考えたことを自由に表明し、自分にかかわることに参加する

ことができます。こうした経験を通して、自分が大切にされていることを実感し、自分と同じように、他の人も大切にし
なければならないことを学びます。そして、お互いの権利を尊重し合うことを身につけ、規範意識をはぐくみます。
大人は、子ども自身の成長・発達する力を認めるとともに、言葉や表情、しぐさから、気持ちを十分に受け止め、子

どもの最善の利益のために、子どもが直面することについて、ともに考え、支えていく責任があります。
子どもの権利を大切にすることは、子どもが自分の人生を自分で選び、自信と誇りを持って生きていくように励ますこ

とです。それによって子どもは、自ら考え、責任を持って行動できる大人へと育っていきます。
子どもは、社会の一員として尊重され、大人とともに札幌のまちづくりを担っていきます。子どもが参加し、子どもの

視点に立ってつくられたまちは、すべての人にとってやさしいまちとなります。
私たちは、こうした考えのもと、ここに、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の理念に基づき、子どもの権利の保障を

進めることを宣言し、この条例を制定します。

■第1章　総則
（目的）

第1条　この条例は、子どもが毎日を生き生きと過ごし、自分らしく伸び伸びと成長・発達し

ていくことができるよう、子どもにとって大切な権利等について定めることにより、子ども

の権利の保障を進めることを目的とします。

（定義）

第2条　この条例において「子ども」とは、18歳未満の者その他これと等しく権利を認めるこ

とが適当である者として規則で定める者をいいます。

2 この条例において「育ち学ぶ施設」とは、児童福祉法（昭和22年法律第164号）に定める児

童福祉施設、学校教育法（昭和22年法律第26号）に定める学校、専修学校及び各種学校そ

の他の施設のうち、子どもが育ち、学ぶことを目的として通学し、通所し、又は入所する施

設をいいます。

3 この条例において「保護者」とは、親及び児童福祉法に定める里親その他の親に代わり子どもを

養育する者をいいます。

18歳又は19歳で
も、18歳未満の子
どもと同じ学校に
通う高校3年生のよ
うな場合は、この
条例の対象になり
ます。
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（責務）

第3条　保護者、育ち学ぶ施設の設置者、管理者及び職員（以下「施設関係者」といいます。）、

事業者、市民並びに市は、子どもの最善の利益を考慮し、子どもの権利の保障に努めなけれ

ばなりません。

2 市は、市外においても子どもの権利が広く保障されるよう、他の公共団体等に対し協力を

要請し、働きかけを行うものとします。

子どもが、権利を
行使する経験を通
して、相手の権利
を尊重することを
身につけていくこ
とが大切です。

■第2章　子どもの権利の普及
（広報及び普及）

第4条　市は、子どもの権利について、広報することなどにより、その普及に努めるものとし

ます。

（子どもの権利の日）

第5条　市は、子どもの権利について、市民の関心を高めるため、さっぽろ子どもの権利の日

（以下「権利の日」といいます。）を設けます。

2 権利の日は、11月20日とします。

3 市は、権利の日にふさわしい事業を行うものとします。

（学習等への支援）

第6条　市は、家庭、育ち学ぶ施設、地域等において、子どもが自分の権利と他人の権利を正

しく学び、お互いの権利を尊重し合うことができるよう、必要な支援に努めるものとします。

2 市は、市民が子どもの権利について正しく学び、理解することができるよう、必要な支援

に努めるものとします。

■第3章　子どもにとって大切な権利
（子どもにとって大切な権利）

第7条　この章に定める権利は、子どもが成長・発達していくために、特に大切なものとして

保障されなければなりません。

2 子どもは、自分の権利が尊重されるのと同じように、他人の権利を尊重しなければなりま

せん。

（安心して生きる権利）

第8条　子どもは、安心して生きることができます。そのためには、主に次に掲げる権利が保

障されなければなりません。

（1） 命が守られ、平和と安全のもとに暮らすこと。

（2） 愛情を持ってはぐくまれること。

（3） いじめ、虐待、体罰などから心や体が守られること。

（4） 障がい、民族、国籍、性別その他の子ども又はその家族の状況を理由としたあらゆる差

別及び不当な不利益を受けないこと。

（5） 自分を守るために必要な情報や知識を得ること。

（6） 気軽に相談し、適切な支援を受けること。

（自分らしく生きる権利）
第9条　子どもは、自分らしく生きることができます。そのためには、主に次に掲げる権利が
保障されなければなりません。

（1） かけがえのない自分を大切にすること。
（2） 個性や他人との違いを認められ、一人の人間として尊重されること。
（3） 自分が思ったこと、感じたことを自由に表現すること。
（4） プライバシーが守られること。

1989年に国連総
会において子ども
の権利条約が採択
された11月20日
を、「さっぽろ子ど
もの権利の日」と
定めています。
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（豊かに育つ権利）
第10条　子どもは、様々な経験を通して豊かに育つことができます。そのためには、主に次に
掲げる権利が保障されなければなりません。

（1） 学び、遊び、休息すること。
（2） 健康的な生活を送ること。
（3） 自分に関係することを、年齢や成長に応じて、適切な助言等の支援を受け、自分で決め

ること。
（4） 夢に向かってチャレンジし、失敗しても新たなチャレンジをすること。
（5） 様々な芸術、文化、スポーツに触れ親しむこと。
（6） 札幌の文化や雪国の暮らしを学び、自然と触れ合うこと。
（7） 地球環境の問題について学び、豊かな環境を保つために行動すること。

（参加する権利）
第11条　子どもは、自分にかかわることに参加することができます。そのためには、主に次に
掲げる権利が保障されなければなりません。

（1） 家庭、育ち学ぶ施設、地域、行政等のあらゆる場で、自分の意見を表明すること。
（2） 表明した意見について、年齢や成長に応じてふさわしい配慮がなされること。
（3） 適切な情報提供等の支援を受けること。
（4） 仲間をつくり、集まること。

■第4章　生活の場における権利の保障
●第1節　家庭における権利の保障
（保護者の役割）
第12条　保護者は、子どもの養育及び発達に関する第一義的な責任者であることを認識し、年
齢や成長に応じて適切な指導、助言等の支援を行い、子どもの権利の保障に努めなければな
りません。
2 保護者は、子どもの言葉、表情、しぐさなどから思いを受け止め、これにこたえていくよ
う努めるものとします。

（虐待及び体罰の禁止等）
第13条　保護者は、養育する子どもに対して、虐待及び体罰を行ってはなりません。
2 市は、虐待を受けた子どもの迅速で適切な救済に努めなければなりません。

●第2節　育ち学ぶ施設における権利の保障
（施設関係者の役割）
第14条　施設関係者は、育ち学ぶ施設が子どもの健やかな成長・発達にとって重要な役割を果
たすことを認識し、子どもの権利の保障に努めなければなりません。
2 施設関係者は、子どもの言葉、表情、しぐさなどから思いを受け止め、相談に応じ、対話な
どを行うよう努めるものとします。

（開かれた施設づくり）
第15条　育ち学ぶ施設の設置者及び管理者（以下「施設設置管理者」といいます。）は、子ども、
保護者及び地域住民に、施設の運営等に関する情報を提供し、意見を聴き、協力を受けるな
ど、開かれた施設となるよう努めるものとします。

（いじめの防止）
第16条　施設関係者は、いじめの防止に努めなければなりません。
2 施設関係者は、子どもがいじめについて相談しやすいように工夫し、いじめが起きたとき
は、関係する子どもの最善の利益を考慮し、対応するよう努めなければなりません。

（虐待及び体罰の禁止等）
第17条　施設関係者は、子どもに対して虐待及び体罰を行ってはなりません。
2 施設関係者は、虐待及び体罰を受けた子どもの迅速で適切な救済に努めなければなりま
せん。

第3章に定められて
いる21項目の権利
は、条例づくりに
参加した小学生か
ら高校生までの子
どもたちの意見を
参考にしてまとめ
られました。

子どもとのかか
わりで悩んだと
きは、子どもアシ
ス ト セ ン タ ー
（16ページ参照）
をはじめ、各種の
相談窓口を気軽に
利用してください。
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（関係機関等との連携と研修）
第18条　施設設置管理者は、虐待、体罰及びいじめについての相談、救済、防止等のために、関
係機関等との連携に努めるものとします。
2 施設設置管理者は、職員に対し、虐待、体罰及びいじめについての相談、救済、防止等に
関する研修の機会を設けるよう努めるものとします。

（事情等を聴く機会の設定）
第19条　施設設置管理者は、子どもに対して不利益な処分等を行おうとするときは、あらかじ
め、子ども本人から事情等を聴く機会を設けるよう努めるものとします。

●第3節　地域における権利の保障
（地域における市民及び事業者の役割）
第20条　市民は、地域が子どもにとって多様な人間関係を通して豊かに育つために大切な場で
あることを認識し、子どもの権利の保障に努めなければなりません。
2 事業者は、雇用する子どもに対し、子どもの権利の保障に努めるとともに、適当な方法によ
り、子どもの権利についての従業員の理解を深めるよう努めるものとします。

（地域における子どもの居場所）
第21条　市民及び市は、地域において、子どもが安心して自分らしく過ごすことができる居場
所づくりに努めるものとします。

（地域における自然環境の保全）
第22条　市民及び市は、子どもが育つ環境として自然が大切であることを認識し、地域におけ
る自然環境の保全に努めるものとします。

（安全で安心な地域）
第23条　市民及び市は、地域において、子どもを見守り、子どもが安全に、安心して過ごすこ
とができるよう努めるものとします。
2 市民及び市は、地域において、子どもが自分自身を守る力をつけることができるよう、必要
な支援に努めるものとします。

●第4節　参加・意見表明の機会の保障
（子どもの参加等の促進）
第24条　市は、市政等について、子どもが意見を表明し、参加する機会を設けるよう努めるも
のとします。
2 施設設置管理者は、施設の行事、運営等について、子どもが意見を表明し、参加する機会を
設けるよう努めるものとします。
3 市民は、地域の文化・スポーツ活動等について、子どもが意見を表明し、参加する機会を設
けるよう努めるものとします。

（市の施設に関する子どもの意見）
第25条　市は、子どもが利用する市の施設の設置及び運営に関して、子どもの参加について配
慮し、適切な方法で子どもの意見を聴くよう努めるものとします。

（審議会等への子どもの参加）
第26条　市は、子どもにかかわる事項を検討する審議会等に関して、子どもの参加について配
慮するよう努めるものとします。
2 前項の審議会等は、適切な方法で子どもの意見を聴くよう努めるものとします。

（子どもの視点に立った情報発信等）
第27条　市民及び市は、子どもの参加の促進を図るため、子どもにかかわる施策、取組等につ
いて、子どもが理解を深め、自分の意見を形成することができるよう、子どもの視点に立っ
た分かりやすい情報発信等に努めるものとします。

虐待、体罰、いじ
めから子どもを守
るためには、当事
者だけでなく、社
会全体が協力して
取り組むことが大
事です。

子どもの居場所づ
くりには、児童会
館や公園などの整
備だけではなく、
友だちや地域の人
との豊かな人間関
係をつくることも
含まれます。

様々な場面で、子ど
もがまちづくりに
参加する機会を設
けることを定めて
います。
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●第5節　子どものそれぞれの状況に応じた権利の保障
（お互いの違いを認め尊重する社会の形成）

第28条　市民は、子どもが、障がい、民族、国籍、性別その他の子ども又はその家族の状況

を理由としたあらゆる差別及び不当な不利益を受けないように、お互いの違いを認め尊

重し合う社会の形成に努めなければなりません。

2 市は、前項の差別及び不当な不利益を生じさせない、又はなくすための取組を行うよ

う努めなければなりません。

3 市は、前項の取組を行う際には、次のことなどに配慮しなければなりません。

（1） 障がいのある子どもが、尊厳を持って生活し、社会に参加すること。

（2） 子どもが、アイヌ民族の生活、歴史、文化等を学ぶこと。

（3） 外国籍等の子どもが、必要に応じて日本語を学ぶとともに、自分の国、言語、文化

等を学び、表現すること。

（4） 子どもが、性別による固定的な役割分担にとらわれないこと及び性的少数者につい

て理解すること。

●第6節　子どもの育ちや成長にかかわる大人への支援
（保護者への支援）

第29条　市は、保護者が安心して子育てをすることができるよう、必要な支援に努めるも

のとします。

2 事業者は、従業員が安心して子育てをすることができるよう、配慮に努めるものとします。

（育ち学ぶ施設の職員への支援）

第30条　施設設置管理者は、職員が心に余裕を持って、子どもと十分にかかわることがで

きるよう、必要な職場環境の整備に努めるものとします。

2 施設設置管理者は、職員に対し、子どもの権利についての理解を深めるための研修の機

会を設けるよう努めるものとします。

（市民の地域での活動の支援）

第31条　市は、子どもの権利の保障に関する活動を行う市民と連携するとともに、市民の

地域での活動を支援するよう努めるものとします。

■第5章　子どもの権利の侵害からの救済
（相談及び救済）

第32条　市は、次条第1項に定める救済委員によるもののほか、子どもの権利の侵害に関す

る相談又は救済について、関係機関等と相互に協力・連携を図るとともに、子ども及びそ

の権利の侵害の特性に配慮した対応に努めなければなりません。

（救済委員の設置及び職務）

第33条　市は、権利の侵害を受けた子どもに対して、迅速で適切な救済を図るために、札幌

市子どもの権利救済委員（以下「救済委員」といいます。）を置きます。

2 救済委員の職務は、次のとおりとします。

（1） 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必要な助言及び支援を行うこと。

（2） 子どもの権利の侵害に関する救済の申立て又は自己の発意に基づき、調査、調整、

勧告、是正要請等を行うこと。

（3） 制度の改善を求めるための意見を表明すること。

（4） 勧告、意見表明等の内容を公表すること。

（救済委員の責務等）

第34条　救済委員は、子どもの権利の擁護者として、公正かつ適正に職務を遂行するとと

もに、関係機関等と相互に協力・連携を図るものとします。

2 救済委員は、その地位を政党又は政治的目的のために利用してはなりません。

市や事業者が、保
護者の子育てを支
援することによっ
て、間接的に子ど
もの権利を保障す
ることができます。

救済機関には、相
談だけではなく、
調査、調整、勧告、
是正要請などの機
能が定められてい
ます。
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3 救済委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません。その職を退いた後も同様

とします。

4 市の機関は、救済委員の職務の遂行に関し、その独立性を尊重するとともに、積極的

な協力援助に努めるものとします。

5 市の機関以外のものは、救済委員の職務の遂行に協力するよう努めるものとします。

（救済委員の定数、任期等）

第35条　救済委員の定数は、2人とします。

2 救済委員のうち1人を代表救済委員とし、代表救済委員は、救済委員に関する庶務を処

理するものとします。

3 救済委員は、人格が高潔で、子どもの権利に関し優れた識見を有する者のうちから、

市長が議会の同意を得て委嘱します。

4 救済委員は、任期を3年とし、1期に限り再任されることができます。

5 市長は、救済委員が心身の故障のため職務を遂行することができないと認めるとき、

又は職務上の義務違反その他救済委員たるにふさわしくない非行があると認めるとき

は、議会の同意を得て解嘱することができます。

6 救済委員は、衆議院議員、参議院議員、地方公共団体の議会の議員又は長その他市長

が別に定める者と兼ねることができません。

（相談及び救済の申立て）

第36条　何人も、次に掲げる子どもの権利の侵害にかかわる事項について、救済委員に対

し、相談及び救済の申立てを行うことができます。

（1） 市内に住所を有する子どもに係るもの

（2） 市内に通勤し、又は市内に存する育ち学ぶ施設に通学し、通所し、若しくは入所す

る子ども（前号に定める子どもを除きます。）に係るもの（相談又は救済の申立ての原

因となった事実が市内で生じたものに限ります。）

2 救済の申立ては、書面又は口頭で行うことができます。

（調査及び調整）

第37条　救済委員は、救済の申立てにかかわる事実又は自己の発意に基づき取り上げた事

案について、調査を行うものとします。

2 救済委員は、救済の申立てが、救済にかかわる子ども又はその保護者以外の者から行

われた場合において調査を行うとき、又は自己の発意に基づき取り上げた事案について

調査を行うときは、当該子ども又は保護者の同意を得なければなりません。ただし、当

該子どもが置かれている状況を考慮し、救済委員が当該同意を得る必要がないと認める

ときは、この限りではありません。

3 救済委員は、調査を開始した後においても、その必要がないと認めるときは、調査を

中止し、又は打ち切ることができます。

4 救済委員は、調査のため必要があるときは、関係する市の機関に対し説明を求め、そ

の保有する文書その他の記録を閲覧し、若しくはその提出を要求し、又は実地に調査す

ることができます。

5 救済委員は、調査のため必要があるときは、子どもの権利の侵害に関する救済を図る

ため必要な限度において、市の機関以外のものに対し、資料の提出、説明その他の必要

な協力を求めることができます。

6 救済委員は、調査の結果、必要があると認めるときは、子どもの権利の侵害の是正の

ための調整を行うことができます。

子どもが権利を
侵害されたとき、
子どもでも大人
でも、また、本
人ではなくても
相談することが
できます。

問題を解決するた
めには、かかわり
のある人たちの関
係を改善するため
の調整を行うこと
が大事になります。
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（調査の対象外）

第38条　救済委員は、特別の事情があると認めるときを除き、救済の申立てが次の各号の

いずれかに該当すると認めるときは、調査を行わないものとします。

（1） 判決、裁決等により確定した権利関係に関する事案又は判決、裁決等を求め現に係

争中の事案に関するものであるとき。

（2） 議会に請願又は陳情を行っている事案に関するものであるとき。

（3） 札幌市オンブズマンに苦情を申し立てた事案に関するものであるとき。

（4） 救済委員又は札幌市オンブズマンの行為に関するものであるとき。

（5） 救済の申立ての原因となった事実のあった日から3年を経過しているとき。

（6） 前条第2項の同意が得られないとき（同項ただし書に該当するときを除きます。）。

（7） 前各号のほか、調査することが明らかに適当ではないと認められるとき。

（勧告等の実施）

第39条　救済委員は、調査又は調整の結果、必要があると認めるときは、関係する市の機関

に対し、是正等の措置を講ずるよう勧告することができます。

2 救済委員は、調査又は調整の結果、必要があると認めるときは、関係する市の機関に

対し、制度の改善を求めるための意見を表明することができます。

3 第1項の規定による勧告又は前項の規定による意見表明を受けた市の機関は、これを

尊重しなければなりません。

（是正等の要請）

第40条　救済委員は、調査又は調整の結果、必要があると認めるときは、市の機関以外のも

のに対し、是正等の措置を講ずるよう要請することができます。

（報告及び公表）

第41条　救済委員は、第39条第1項の規定による勧告又は同条第2項の規定による意見表

明をしたときは、当該市の機関に対し、その是正等又は改善の措置の状況について報告を

求めるものとします。

2 前項の規定により報告を求められた市の機関は、当該報告を求められた日の翌日から

起算して60日以内に、救済委員に対して、是正等又は改善の措置の状況について報告す

るものとします。

3 救済委員は、第39条第1項の規定による勧告若しくは同条第2項の規定による意見表

明をしたとき、又は前項の規定による報告があったときは、その内容を公表することが

できます。

4 救済委員は、前項の規定による公表をするに当たっては、個人情報等の保護について

十分な配慮をしなければなりません。

（活動状況の報告）

第42条　救済委員は、毎年、その活動状況について、市長及び議会に報告するとともに、こ

れを公表するものとします。

（調査員及び相談員）

第43条　救済委員の職務の遂行を補佐するため、調査員及び相談員（以下「調査員等」とい

います。）を置きます。

2 調査員等は、子どもの権利に関し優れた識見を有する者のうちから、市長が委嘱します。

3 第34条第1項から第3項まで及び第35条第6項の規定は、調査員等について準用します。

（規則への委任）

第44条　この章に定めるもののほか、救済委員の組織及び運営に関して必要な事項は、規

則で定めます。

札幌市オンブズマ
ンは、市政に対する
苦情を受付け、調査
などを行って市政
の改善を図る機関
です。オンブズマン
に申立てをした事
案は、調査の対象外
となります。

子どもを権利の
侵害から救済す
るための機関と
して子どもアシ
ストセンターを
設置しています。
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■第6章　施策の推進
（施策の推進）

第45条　市は、子どもにやさしいまちづくりを推進するため、子どもの権利に配慮した施

策を進めるものとします。

（推進計画）

第46条　市は、前条の施策を進めるに当たっては、総合的な推進計画を定めるものとします。

2 市は、前項の推進計画を定めるに当たっては、市民及び次条に定める権利委員会の意

見を聴くものとします。

■第7章　子どもの権利の保障の検証
（権利委員会の設置等）
第47条　市は、子どもの権利に関する施策の充実を図るとともに、子どもの権利の保障の
状況を検証するため、札幌市子どもの権利委員会（以下「権利委員会」といいます。）を置
きます。
2 権利委員会は、前条第1項の推進計画について意見を述べるほか、市長その他の執行機
関の諮問に応じ、又は必要があるときは自らの判断で、子どもに関する施策における子
どもの権利の保障の状況について、調査し、審議します。
3 権利委員会は、15人以内の委員で組織します。
4 委員は、人権、福祉、教育等の子どもにかかわる分野において学識経験のある者及び
15歳以上の子どもを含む市民のうちから市長が委嘱します。
5 委員の任期は、2年とします。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とします。
6 委員は、再任されることができます。
7 前各項に定めるもののほか、権利委員会の組織及び運営に関して必要な事項は、規則
で定めます。

（答申等及び市の措置）
第48条　権利委員会は、前条第2項の諮問を受けたとき、又は自らの判断で調査し、審議し
たときは、その結果を諮問した執行機関又は必要と認める執行機関に答申し、又は報告し
ます。
2 権利委員会からの答申又は報告を受けた執行機関は、これを尊重し、必要な措置を講
ずるものとします。

■第8章　雑則
（委任）
第49条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定めます。

計画に基づき、子
どもにやさしいま
ちづくりを進めて
いきます。

子どもの権利委員
会には、15歳以上
の子どもにも参加
してもらうことに
しています。

市民みんなで
子どもの成長を
支えていきましょう！



おわりに
子どもの権利は、子どもが毎日を安心して過ごし、様々なことを学び、

健やかに成長するために欠かすことができない大切なものです。

この条例では、憲法や子どもの権利条約で保障されている子どもの権利

を、より具体的に分かりやすく定めるとともに、これを保障するための大

人の役割や、権利を侵害された子どもを救済するための仕組み、子どもの

権利の保障を検証するための仕組みなどを定めています。

札幌市は、この条例に基づき、市民の皆さんと一体となって、子どもが

幸せに過ごすことができるまちづくりを進めていきます。

子どもの権利の侵害についての相談は…

子どもアシストセンター（札幌市子どもの権利救済機関）

●子どもの権利についてさらに詳しい情報を、下記のホームページで紹介しています。
●職員が地域に出向いて説明を行う出前講座もご利用ください。お申込みは下記の担当課へ。

平成21年3月発行（第4版 平成26年3月発行）
札幌市子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課
〒060-0051 札幌市中央区南1条東1丁目大通バスセンタービル1号館3階
TEL 011-211-2942 FAX 011-211-2943
Eメール：kodomo.kenri@city.sapporo.jp
ホームページ（子どもの権利のページ）http://www.city.sapporo.jp/kodomo/kenri/

011-211-3
みんなの

7
な

8
や

3
み

札幌市中央区南1条東1丁目大通バスセンタービル1号館6階（駐車場はありません）

0120-66-3
みんなの

7
な

8
や

3
み

（子ども専用 ※通話無料）

assist@city.sapporo.jp

子どもの幸せのために大
人は何をすればよいのか、
一人ひとりが考えること
が大切ですね。

◆虐待を疑うような場面に遭遇したときは迷わずに児童相談所に連絡してください。
連絡先：札幌市児童相談所　電話622-8630（緊急の場合は警察へ）

さっぽろ市 
02-F01-13-2013 
25-2-366
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お気軽に
ご相談ください。

月～金 午前10時～午後8時
土　 午前10時～午後3時

（日曜日・祝日・年末年始は休み）

相談の受付 
うけ つけ 

※メールの返事には、時間がかかることがあります。
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